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凡
例

『
本
稿
は
、
筆
者
所
有
の
写
本
「
竹
蔭
詩
稿
抄
」
を
活
字
化
し
、
訓
読
と
簡
単
な
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
写
本
は
、
「
琉
球
雑
纂
」
の
表
題
を
も
つ
も
の
で
、
「
中
山
伝
信
録
抄
」
、
「
中
山
詩
文
集
抄
」
、
「
東
遊
詩
草
抄
」
〈
「
東
遊

草
」
の
抄
本
）
、
「
竹
蔭
詩
稿
抄
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。

一
、
筆
写
者
は
、
「
成
鳥
秀
子
在
家
情
野
縫
殿
助
」
の
署
名
か
ら
し
て
、
情
（
或
い
は
清
）
野
縫
殿
助
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の

人
物
と
沖
縄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
詳
だ
が
、
恐
ら
く
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
或
る
時
期
に
沖
縄
に
滞

在
し
て
、
沖
縄
県
立
図
書
館
等
に
あ
っ
た
琉
球
の
漢
籍
か
ら
、
詩
文
を
中
心
に
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
、
筆
写
の
時
期
は
、
「
甲
子
二
月
念
九
夜
三
更
抄
了
、
於
那
覇
港
頭
花
月
楼
」
と
あ
る
か
ら
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
一
一
一
）
、
二
月

『
『
竹
蔭
詩
稿
』
は
、
現
在
そ
の
原
本
が
な
く
、
そ
の
全
体
の
姿
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
、
黒
頭
巾
（
横
山
健
堂

の
筆
名
）
『
薩
摩
と
琉
球
』
（
大
正
三
年
・
中
央
轡
院
）
、
伊
佐
早
謙
君
纂
韓
『
琉
球
文
伝
』
（
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所

蔵
『
沖
縄
県
資
料
上
杉
県
令
沖
縄
関
係
資
料
近
代
四
』
所
収
）
等
に
作
品
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
あ
る
作
品
は
、

二
十
九
日
の
夜
写
し
終
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

毛
有
慶
『
竹
蔭
詩
稿
抄
』

資
料
紹
介

上
里
賢

4３



一
、
本
一

拙
論

あ
る
。

大
部
分
が
互
い
に
重
な
る
も
の
だ
が
、
文
字
に
異
動
が
あ
っ
た
り
、
明
ら
か
な
誤
写
が
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
の
中
で
『
竹
蔭
詩
稿
抄
』

は
、
収
録
作
品
の
数
が
他
の
ど
の
資
料
よ
り
も
多
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
＄
『
薩
摩
と
琉
球
』
は
、
摘
句

を
含
む
十
九
首
の
詩
と
「
静
観
斎
学
則
」
の
一
軍
を
収
録
し
て
お
り
、
『
琉
球
文
伝
』
は
二
十
七
首
（
目
録
に
は
二
十
八
首
と
あ
る
）

を
収
め
る
が
、
『
竹
蔭
詩
稿
抄
』
は
、
二
十
四
題
四
十
三
首
と
「
静
観
斎
学
則
」
十
二
章
を
収
録
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
毛
有

慶
の
作
品
集
と
し
て
は
、
最
良
の
も
の
と
言
え
る
。

一
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
を
校
合
し
て
文
字
の
異
動
を
示
し
た
。
そ
の
際
、
黒
頭
巾
『
薩
摩
と
琉
球
』
は
黒
、
『
琉
球
文
伝
』

有
慶
以
文
久
元
年
十
二
月
什
八
日
生
以
明
治
二
十
六
年
七
月
十
七
日
死
干
福
州
享
年
三
十
一
一
一

、 、

、
本
稿
で
は
、
Ｚ

は
文
と
略
し
た
。

原
本
は
、
草
書
・
行
書
な
ど
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
旧
漢
字
に
統
一
し
た
。

俗
字
、
異
体
字
、
本
字
、
別
体
等
は
、
通
行
体
の
文
字
に
し
た
。

本
稿
に
収
録
し
て
あ
る
作
品
の
一
部
を
使
用
し
て
、
琉
球
王
国
末
期
に
お
け
る
毛
有
慶
の
行
動
と
心
情
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、

論
『
琉
球
漢
詩
・
最
後
の
光
芒
１
毛
有
慶
（
亀
川
盛
棟
）
に
見
る
抵
抗
の
形
』
（
『
文
学
』
一
九
九
八
年
夏
号
岩
波
雷
店
）
が

参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

『
竹
蔭
詩
稿
抄
』

琉
球
毛
有
慶
著
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初
到
福
州

覇
水
望
秋
零

哀
鴻
不
忍
麗

御
書
逃
虎
口

凌
浪
渡
鰻
漠

謹
検
南
閏
針

夜
観
北
斗
星

雲
帆
幸
無
悲

飛
過
暮
山
青

（
其
二
）

秋
風
送
客
舟

更
喜
片
帆
收

五
虎
填
蒼
海

有
慶
は
文
久
元
年
十
一
一
月
廿
八
日
を
以
て
生
れ
Ｅ
明
治
二
十
六
年
七
月
十
七
日
を
以
て
福
州
に
お
い
て
死
す
、
享
年
三
十
三
な
り
。

間
遊
艸

甲
申
九
月
二
十
一
日
（
其
ご

覇
水
秋
零
を
望
む

ふ
く

雪
函
を
御
み
て
虎
口

狼
を
凌
い
で
鰻
漠

昼
は
検
す
南
聞
の

夜
は
観
る
北
斗
星

つ
つ
が

哀
鴻
聴
く
に
忍
び
ず

書
を
御
み
て
虎
口
を
池
が
れ

ふ
く

狼
を
凌
い
で
鰻
漠
を
渡
る

昼
は
検
す
南
聞
の
針

雲
帆
幸
い
に
蒜
な
く

飛
び
て
過
ぐ
暮
山
の
青

秋
風
客
舟
を
送
り

更
に
喜
ぶ
片
帆
を
収
む
る
を

て
ん

五
虎
蒼
海
を
填
‐
し

初
め
て
福
州
に
到
る
甲
申
九
月
二
十
一
日
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あ
つ

柔
還
皇
恩
渥

柔
遠
の
皇
恩
渥
く

閏
中
江
山
五
絶
三
首
（
其
二
間
中
の

呈
秀
三
山
地

秀
を
呈
す
三
山
の
地

正
襟
坐
海
隅

襟
を
正
し
て
海
隅
に

巍
念
威
擁
蜀

巍
を
と
し
て
威
蜀

瀞
灸
勢
呑
呉

耐
六
と
し
て
勢
呉

雁
行
拝
見
施

雁
行
量
》

○
五
虎
聞
江
の
河
口
に
あ
る
。

と
も
な
っ
て
い
る
。
○
三
山
福
“

山
）
、
北
の
趣
王
山
（
屏
山
・
冶
川

の
前
後
に
た
れ
さ
が
る
飾
り
の
玉
。

痴
情
随
浪
廻

郷
債
渡
に
随
い
て
廻
り

旅
況
逐
詩
稠

旅
況
詩
を
逐
い
て
稠
む

〈
其
二
）

雲
霞
鎗
賓
鹿

三
山
擁
福
州

三
山
福
州
を
擁
す

雁
行
冤
旛
を
拝
す

河
口
に
あ
る
。
五
頭
の
虎
が
伏
し
た
よ
う
な
形
の
岩
で
、
海
を
行
く
者
の
目
印
と
な
り
、
福
州
の
シ
ン
ボ
ル

○
三
山
福
州
市
内
に
あ
る
三
山
。
福
州
の
こ
と
。
東
の
子
山
（
九
仙
山
・
九
日
山
）
、
西
の
鳥
石
山
（
閏

（
屏
山
・
治
山
・
泉
山
）
。
○
冤
施
莞
（
か
ん
む
り
。
天
子
か
ら
大
夫
ま
で
が
儀
式
に
用
い
る
も
の
が
）

（
其
の
二
）

雲
霞
痩
区
に
錆
え

海
隅
に
坐
す

威
蜀
を
擁

勢
呉
を
呑

間
中
の
江
山
五
絶
三
首
〈
其
の
二

蜀
を
擁
す

呉
を
呑
む
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○
痩
匿
天
子
の
治
め
る
土
地
全
体
・
天
下
・
世
界
。
○
機
福
石
弓
の
ば
ね
と
、
戸
の
く
る
る
、
転
じ
て
肝
心
な
と
こ
ろ
。

（
『
准
南
子
』
・
泰
族
）

天
下
是
機
稿

水
色
疑
深
浅

山
形
誤
有
無

（
其
三
）

江
山
雁
字
連

園
崩
没
青
天

景
在
滑
秋
節

牽
雲
勢
欲
眠

琉：椿瑳遊
館城陀官有
是非水蹄感
他我一何
郷土方日

天
下

水
色

山
形（
其
の
一
三

江
山
雁
一

闇
節
青
一

畳
は
清
秋
の
節
に
在
り

雲
を
牽
く
勢
い
眠
ら
ん
と
欲
す

遊
宣
何
の
日
に
か

瑳
陀
す
水
の
一
方

熔
城
は
我
が
土
に
孵
ら
ず

琉
館
も
是
れ
他
郷
な
り

感
有
り

富
何
の
日
に
か
帰
ら
ん

熾
機
櫃
な
り

深
浅
を
疑
う

誤
り
有
る
無
し

雁
字
連
な
る

青
天
に
没
す
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吟
詩
意
更
長

恨
看
歳
将
暮

酌
酒
情
諭
切

低
首
徒
悲
傷

登
望
蜀
檀
日
漸
斜

登
り
て
蜀
檀
よ
り
望
め
ば
日
漸
く
斜
な
り

輔
歩
太
平
橋
上
月

転
じ
て
歩
む
太
平
橋
上
の
月

驚
醒
更
鼓
尚
尋
家

更
鼓
に
驚
醒
し
て
尚
お
家
を
辱
い

蜀
模
在
琉
球
西
原
郡
末
吉
村
之
東
騒
客
酒
徒
所
賞
遊
也
太
平
橋
在
虎
館
之
北
是
又
花
朝
月
夕
管
弦
歌
吹
之
地
也

蜀
楼
は
琉
球
西
原
郡
末
吉
村
の
東
に
在
り
、
騒
客
酒
徒
の
賞
遊
す
る
所
な
り
。
太
平
橋
は
虎
館
の
北
に
在
り
、
こ
れ
又
花
朝
月

瓢
瓢
雲
履
鴎
流
霞

客
中
也
送
迎

南
越
徒
爲
客

悠
悠
無
一
事

夕
管
弦
歌
吹
の
地
な
り
。

南
越
徒
爲
客
時
有
送
赴
北
京
／
近
従
琉
球
来

夢
勝
家
郷

南
越
徒
に
客
と
為
り

客
中
ま
た
送
り
迎
う

悠
悠
と
し
て
一
事
無
し い
よ

酒
を
酌
め
ば
情
鐙
い
し
凸
切
な
ｍ
ソ

詩
を
吟
ず
れ
ば
意
更
に
長
し

恨
み
て
看
る
歳
の
将
に
暮
れ
ん
と
す
る
を

首
を
低
れ
て
徒
に
悲
傷
す

ふ

頴
親
レ
」
‐
し
て
雲
を
属
み
流
霞
を
鱈
む

夢
に
家
郷
に
瀞
ぶ

南
越
徒
に
客
と
為
る

－４８－



説
罷
各
沽
巾
寓
に
浩
を
沽
に
作
る
）

従
流
採
白
蘋

漁
翁
笑
相
問

之
子
遊
南
澗

恨
満
三
山
月

誰
憐
遠
遊
子

自
顧
又
無
謀

只
有
賦
詩
情

□
光
照
女
斗

緑
水
青
山
倦
品
評
緑
水
青
山
品
評
に
倦
む

捜
頭
鰯
坐
計
前
程
楼
頭
独
り
坐
し
前
程
を
計
る

擬
望
故
國
雲
霞
遠
（
黒
に
蔓
を
眸
に
作
る
）
凝
望
す
故
國
雲
霞
還
し

淋
南
洞

絶
句

福
州
騨
槙
濁
坐

恨
は
満

漁
翁
笑
い
て
相
問
う

之
子
南
澗
に
遊
ぶ

□
光
女
斗
を
照
ら
す

流
れ
に
従
い
て
白
蘋
を
採
る

自
ら
顧
み
る
も
又
無
謀
な
り

誰
か
憐
む
遠
遊
の
子

只
だ
詩
情
を
賦
す
る
有
り

南
澗
に
遊
ぶ

絶
句福
州
の
駅
楼
に
独
り
坐
す

つ

三
山
の
月

説
い
寵
り
て
各
巾
を
油
す

－４９－



那
覇
獄
中
作

那
覇
獄
中

獄
裏
操
南
音

獄
裏
南
音
を

凄
を
白
雪
吟

凄
々
白
雪
吟

回
郷
家
尚
遠
（
文
に
郷
を
邦
に
作
る
）
郷
腹

従
福
州
回
時
中
途
遇
逆
風
瓢
到
大
平
山

従
發
梅
花
浦
福
州
五
虎
門
／
南
有
梅
花
ロ

既
迷
白
鳥
洲
大
平
山
有
／
白
鳥
口

歸
途
犯
波
浪

逆
旅
作
麗
囚
時
有
獄
／
中
之
係

臨
蹄
偶
書
壁

無
端
離
合
宛
浮
薄

錦
纈
雲
帆
不
可
停

槻
恨
分
襟
従
此
去

天
長
海
澗
共
蒼
冥

回
首
西
南
有
雁
竪
回
首
す
西
南
雁
声
有
り

那
覇
獄
中
の
作

南
音
を
操
つ
る

帰
り
に
臨
み
偶
壁
に
密
す

あ
た
が

蝋
無
く
も
離
合
す
宛
も
浮
薄
の
》
』
と
し

錦
繍
雲
帆
停
む
ぺ
か
ら
ず

偶
恨
と
し
て
襟
を
分
ち
此
よ
り
去
る

ひ
ろ

天
長
く
海
潤
く
蒼
冥
を
共
に
す

郷
に
回
え
れ
ど
家
尚
遠
し

福
州
よ
り
回
え
る
時
、
中
途
に
て
逆
風
に
遇
い
大
平
山
に
瓢
到
す

梅
花
浦
を
発
し
て
よ
り

既
に
迷
う
白
鳥
洲

帰
途
波
浪
を
犯
し

逆
旅
潟
囚
と
な
る
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光
緒
乙
酉
夏
五
月
十
九
日
坐
駕
琉
船
告
瀞
離
騨
本
年
本
月
什
一
一
百
五
虎
門
開
洋
中
途
遇
逆
風
念
五
日
瓢
到
大
平
山
不
計
投
彼
陥
窯
繍

他
獄
中
六
月
初
四
日
警
禁
火
輪
船
太
平
山
解
繍
五
日
那
覇
収
帆
不
下
通
堂
直
下
監
獄
八
月
什
九
日
聞
叔
母
之
喪
千
獄
中
告
哀
願
弔
其
惰

不
許
九
月
什
九
日
開
放
覇
囚
従
此
回
家
不
勝
惨
歎
之
至
因
偶
書
五
律
四
首

光
緒
乙
酉
の
夏
五
月
十
九
日
、
琉
船
に
坐
駕
し
、
辞
を
告
げ
て
駅
を
雛
る
。
本
年
本
月
什
三
日
、
五
虎
門
よ
り
開
洋
す
。
中
途
に
あ

り
て
逆
風
に
遇
い
、
念
五
日
太
平
山
に
瓢
到
し
、
計
ら
ざ
る
も
彼
の
陥
巽
に
投
ぜ
ら
れ
、
他
の
獄
中
に
綴
が
る
。
六
月
初
四
日
、
火
輪

船
に
瞥
禁
せ
ら
れ
太
平
山
よ
り
解
撹
し
、
五
日
、
那
覇
収
帆
、
通
堂
に
下
ら
ず
直
に
監
獄
に
下
る
。
八
月
什
九
日
、
叔
母
の
喪
を
獄
中

に
聞
き
、
哀
を
告
げ
て
弔
を
願
へ
ど
も
其
の
情
許
さ
れ
ず
。
九
月
壮
九
日
、
彌
囚
よ
り
開
放
さ
れ
此
れ
よ
り
家
に
回
ら
ん
と
し
て
、
惨

歎
の
至
り
に
勝
え
ず
、
因
り
て
偶
た
ま
五
律
四
首
を
露
す
。

受
苦
恨
鐵
探
未
到
家
庭
／
直
到
獄
中
苔
し
承
を
受
け
て
恨
み
鐵
い
よ
探
し

○
「
南
音
」
中
国
の
南
方
の
楚
の
国
の
歌
。
○
「
白
雪
吟
」
は
、
琴
曲
の
名
。
高
尚
で
唱
和
し
難
い
曲
と
い
わ
れ
て
い
る
。
陽
春

曲
と
共
に
楚
の
歌
曲
・
楚
の
国
と
い
え
ば
、
憂
国
の
詩
人
屈
原
の
国
で
あ
り
、
毛
有
慶
は
琉
球
救
国
に
献
身
し
て
苦
労
す
る
自
ら

を
、
屈
原
の
運
命
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
獄
中
に
あ
っ
て
南
音
・
白
雪
曲
を
操
る
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
責
め
苦
に

合
お
う
と
も
、
自
己
の
操
を
け
っ
し
て
曲
げ
ま
い
と
す
る
決
意
の
表
明
で
あ
り
、
琉
球
国
の
社
稜
を
守
り
通
そ
う
と
す
る
鯖
神
の

発
露
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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荊歸脱嫡駿
妻哉突暖Ａｒ
忙我他晩秣へ
煮麗幽桑白其
鯉都獄楡駒ニ

ーグ

幽
魂
懸
漂
梁

幽
魂
沢
梁
を
恋
う

撃
寵
初
解
日

華
寵
初
め
て
解
か
る
る
日

働
芙
拝
霊
堂

働
突
し
て
霊
堂
を
拝
す

○
澤
梁
沼
地
と
梁
。
魚
や
葦
な
ど
を
と
る
沼
地
。
○
華
寵
鳥
獣
を
入
れ
る
お
り
や
か
ご
。
自
由
を
束
縛
す
る
た
と
え
。
陶
淵

明
「
帰
園
田
居
」
に
「
久
在
撃
寵
裡
」
と
あ
る
。

（
其
二

懐
慨
又
何
妨

懐
慨
又
何
ぞ
妨
げ

爲
囚
蹄
故
郷

囚
と
為
り
て
故
郷
に

獄
中
常
見
叱

獄
中
常
に
叱
ら
れ

監
外
忽
聞
喪

監
外
忽
ち
喪
を
聞

猛
憤
随
波
浪

猛
憤
波
浪
に
随
い

ま
ぐ
さ
か

駿
斉
占
口
駒
に
秣
い

く

蝿
暖
桑
楡
に
晩
る

脱
し
た
り
他
の
幽
獄

帰
れ
る
か
な
我
が
麗
都

荊
妻
鯉
を
煮
る
に
忙
し
く

懐
慨
又
何
ぞ
妨
げ
ん

囚
と
為
り
て
故
郷
に
帰
る

忽
ち
喪
を
聞
く
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さ
け
か

雅
子
乍
沽
酷
（
黒
に
沽
を
泊
に
作
る
）
稚
子
乍
ち
醐
を
油
う

勘
酌
頻
相
勧

勘
酌
し
て
頻
り
に
相
い
勤
む

脚
杯
却
起
呼

杯
を
御
む
も
却
っ
て
呼
を
起
こ
す

○
震
を
速
く
進
む
さ
ま
・
急
速
な
さ
ま
。
○
応
暖
樹
木
が
し
げ
っ
て
暗
い
さ
ま
。
○
荊
妻
自
分
の
妻
を
へ
り
く
だ
っ
て
い

う
。
い
ば
ら
の
か
ん
ざ
し
を
さ
し
た
妻
の
意
。
○
起
呼
嘆
き
。
う
れ
い
の
声
。

（
其
三
）

今
年
始
歸
家

歩
園
揮
桑
麻

旧
幹
猶
交
朶

新
枝
更
巻
芽

清
風
吹
偶
草

馴
鳥
下
迷
霞

倦
虚
依
鋤
憩

日
西
竹
影
斜

（
其
四
）

能
親
七
尺
節

（
黒
に
蹄
を
返
に
作
る
）

（
黒
に
園
を
園
に
作
る
）

旧
幹
は
楢

新
枝
は
更
に
芽
を
巻
く底
ぴ

清
風
吹
い
て
草
を
偶
か
せ

馴
鳥
下
り
て
霞
に
迷
う

倦
む
処
鋤
に
依
り
て
憩
え
ば

日
は
西
に
竹
影
斜
め
な
り

能
く
親
し
む
七
尺
の
節

今
年
始
め
て
家
に
帰
る

園
を
歩
き
て
桑
麻
を
樺
る

朶
を
交
え
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風
雲
八
陣
開

砲
鎗
震
轟
虚

鷲
起
臥
龍
才

驚
き
て
起
っ
臥
寵
の
才

○
蟹
鼓
攻
め
っ
づ
み
。
騎
兵
が
馬
上
で
鳴
ら
す
つ
づ
み
。
○
六
師
天
子
の
六
軍
。

復
愁
五
絶
二
十
首
（
其
二

愁
う
五
絶
二
十
首
（
其
の
一

へ
い
こ

整
鼓
六
節
催

毎
鼓
六
師
催
す

竹
橿
涼
無
色

悠
然
聴
晩
蚤

瀧
漉
離
遥
菊

栽
培
石
上
松

山
門
青
艸
滿

洞
戸
白
雲
封

扶
我
就
歸
農

城
上
乱
風
塵

グー～

其

～-－

砲
鎗
濯
巌
す
る
処

風
雲
八
陣
開
く

潅
漉
す
臨
辺
の
菊

栽
培
す
石
上
の
松

悠
然
と
し
て
晩
蚤
を
聴
く

我
を
扶
け
て
帰
り
て
展
に
就
く

洞
戸
白
雲
封
づ

竹
掲
涼
と
し
て
色
無
く

山
門
青
草
満
ち

城
上
風
塵
乱
れ

■■ジ 〔
文
に
一
一
十
首
を
十
二
首
と
す
る
。
同
じ
く
文
に
十
二
首
の
次
に
「
節
五
音
」
の
三
字
あ
り
）

軍
は
一
万
二
千
五
百
人
。

復
た

－５４－



干
戈
恰
似
鱗
（
文
に
干
戈
を
千
才
に
作
る
）
干
戈
恰
も
鱗
に
似
た
り

桃
源
若
可
到

桃
源
若
し
到
る
可
く
ん
ぱ

我
暫
避
強
秦
以
王
宮
爲
／
屯
兵
之
慮
我
暫
ら
く
強
秦
を
避
け
ん

○
城
上
首
里
の
城
。
○
桃
源
陶
淵
明
が
描
い
た
理
想
郷
。
○
強
秦
こ
こ
で
は
、
明
治
政
府
（
日
本
）
の
こ
と
。
陶
淵
明
が

描
い
た
理
想
郷
（
桃
源
郷
）
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
戦
国
時
代
の
素
と
そ
の
他
の
国
女
と
の
戦
乱
を
避
け
て
、
こ
の
土
地
に
移

り
住
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
素
の
後
に
漢
や
魏
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
琉
球
と
中
国
と
の
進
貢
関
係
の
禁
止
等
一
連

の
日
本
併
合
過
程
で
、
首
里
城
南
殿
は
、
い
ち
は
や
く
熊
本
鏡
台
分
遣
隊
の
武
器
庫
と
さ
れ
て
い
る
。

如婦渡登
何路水山
ロー白青へ
漸廻駒艸其
西首噺風三

～ず

弱香依
柳香依
垂就去へ
篭幽塵共
屋柄世四

迫一

依
依
と
し
て
塵
世
を
去
る

香
香
と
し
て
幽
栖
に
就
く

弱
柳
垂
れ
て
屋
を
遮
る

山
に
登
れ
ば
青
草
乱
る

い
な
吐

水
を
渡
れ
ば
白
駒
嚥
く

帰
路
一
に
廻
首
す

如
何
せ
ん
日
漸
く
西
す
る
を
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香
木
秀
覆
珪

牽分
湖畝
漉醤
練茅
門屋

桔
樟
拳
飛
躍

棹
櫓
振
跳
霞

客
遊
不
可
尋

尋
虚
更
驚
心

忘
却
女
児
輩

今
朝
早
及
響

莫
言
道
路
難

新
道
最
平
漫

○
桔
樟
井
戸
の
は
ね
つ
る
ぺ
。

（
其
五
）

（
其
六
）

（
其
七
）

香
木
秀
で
て
畦
を
覆
う虫
と

畝
を
分
ち
て
茅
屋
を
還
呂
ノ

湖
を
牽
き
て
鰊
門
に
雛
ぐ

桔
檸
挙
げ
て
鷺
を
飛
ば
す

棹
櫓
振
い
て
誼
を
跳
ば
す

忘
却
す
女
児
輩

尋
ね
る
処
更
に
心
を
驚
か
す

客
遊
尋
ぬ
可
か
ら
ず

し
ん

今
朝
早
／
、
Ｊ
ｂ
響
に
及
ぶ

新
道
最
も
平
漫
な
り

言
う
な
か
れ
道
路
難
し
と

－５６－



只
怯
行
を
魔
（
文
に
虚
を
客
に
作
る
）

朔
風
此
夜
寒
新
造
諸
／
方
道
路

〈
其
八
）

努
力
田
園
裏

幽
棲
一
枕
安

何
随
新
教
化

不
改
旧
衣
冠

ｏ
新
教
化

（
其
九
）

勝
子
思
依
依

蹉
陀
胡
不
歸

故
園
間
風
景

日
午
掩
柴
扉

（
其
十
）

樽
酒
酌
三
Ａ

瑳
陀
し
て
胡
ぞ
帰
鈩

故
園
風
景
を
問
う

時
有
志
精
紳
家
閉
門
守
身
日
午

明
治
政
府
に
よ
る
新
し
い
制
度
に
よ
る
統
治
。
○
旧
衣
冠
琉
装
か
た
か
し
ら
（
琉
球
の
髪
型
）

力
を
努
む
田
園

幽
楼
一
枕
安
し

何
ぞ
随
わ
ん
新

改
め
ず
旧
衣
冠

勝
子
思
い
依
依
た
り

瑳
陀
し
て
胡
ぞ
帰
ら
ず

樽
酒
酌
む
こ
と
三
Ａ

田
園
の
裏

只
怯
る
行
点
す
る
処

朔
風
此
の
夜
寒
し

新
教
化

お
お

柴
扉
を
掩
呂
ノ
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狂
歌
興
始
酎

靭
難
忘
物
我

白
髪
對
花
葱

（
其
十
ご

射
波
月
始
生

携
樹
影
盆
明

□
如
焚
香
拝

金
鶏
鼓
翼
鳴

（
其
十
二
）

縦
横
争
利
□

誰
子
着
鞭
先

嵐
得
歸
家
日

滿
頭
白
髪
鮮

狂
歌
輿
に
し
て
始
め
て
鮒
な
り

卿
か
物
我
を
忘
る
と
い
え
ど
も

白
髪
花
に
対
し
て
慾
づ

波
を
射
り
て
月
始
め
て
生
ず

樹
を
払
い
て
影
麹
明
る
し

□
香
を
焚
い
て
拝
す
る
が
如
し

金
鶏
翼
を
鼓
ち
て
鳴
く

扇
ち
得
た
り
家
に
帰
る
の
日

満
頭
白
髪
鮮
や
か
な
り

縦
横
利
□
を
争
う

誰
か
鞭
先
に
着
せ
ん
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世
事
随
時
愛

世
事
時
に
随
い
て

人
惰
逐
物
遷

人
情
物
を
逐
い
て

欲
棲
心
切
を

棲
ま
ん
と
欲
す
る
に

末
去
思
綿
を

未
だ
去
ら
ざ
る
に

夢
裡
看
醐
蝶

夢
裡
に
醐
蝶
を
看
る

病
中
聴
杜
鴎

病
中
杜
鴎
を
聴
く

君
平
論
卜
笠

君
平
卜
笠
を
論
ず

身
世
共
顛
然

身
世
共
に
瓢
然
た
り

○
夢
裡
看
醐
蝶
病
中
聴
杜
鶴
崔
塗
の
「
春
夕
旅
懐
」
詩
に
「
醐
蝶
夢
中
家
万
里
、
杜
鵤
枝
上
月
三
更
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え

る
か
。
当
然
、
「
醐
蝶
夢
」
の
こ
と
も
意
識
に
あ
る
。
。
荘
子
が
夢
で
ち
よ
う
に
な
っ
て
楽
し
み
、
自
分
と
ち
よ
う
と
の
区
別
を

忘
れ
た
と
い
う
故
事
。
（
『
荘
子
』
・
斉
物
論
）
○
君
平
漢
代
、
蜀
の
成
都
で
易
者
を
し
て
い
た
隠
者
厳
遵
の
字
。
「
君
平
卜
」

と
は
、
君
平
の
卜
笠
の
こ
と
。
名
人
の
う
ら
な
い
。

（
其
二
）

従
不
望
名
誉

客
稀
髪
獺
械

養
病
一

（
其
二

五
律
二
首

名
誉
を
望
ま
ざ
る
に
よ
り

客
稀
池
れ
ぱ
鬮
柵
轍
隅
繍
じ

時
に
随
い
て
変
わ
る

物
を
逐
い
て
遷
る

と
欲
す
る
に
心
切
を
た
り

ら
ざ
る
に
思
い
綿
々
た
り
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悠
悠
離
凱
裏

悠
悠
と
し
て
乱
製
を

趨
邇
結
良
儒

懇
霊
良
儘
を
結
ぶ

槐
我
才
情
拙

我
が
才
情
の
拙
な
る
を
槐
じ

愛
君
徳
業
優

君
が
徳
業
の
優
な
る
を
愛
す

叩
鋤
鳴
睡
鷺

鋤
を
叩
き
て
睡
鷺
を
鴨
か
し

揮
葉
躍
潜
糾
安
に
葉
を
筆
に
作
る
）
葉
を
揮
い
て
潜
糾
を
躍
ら
す

□
□
辞
多
士
（
文
に
ｐ
Ｕ
を
又
手
に
作
る
）
□
□
多
士
を
辞
す

誰
随
物
外
情
時
繼
馨
垂
耕
畝
／
夜
歸
讃
嘗
誰
か
随
わ
ん
物
外
の
情

全
生
遁
市
井

養
拙
學
樵
漁

天
地
曾
非
小

田
園
且
有
除

門
前
長
五
柳

垂
幕
擁
蓬
塵

○
門
前
長
五
柳

（
「
五
柳
先
生
伝
」

贈
馬
維
馨

馬
維
惑
に
贈
る

幕
を
垂
れ
て
蓬
厩
を
擁
す

隠
者
と
し
て
有
名
な
陶
淵
明
は
、
自
宅
に
五
本
の
柳
を
植
え
、
み
ず
か
ら
「
五
柳
先
生
」
と
称
し
て
い
た

参
照
）
。
○
蓬
魔
ま
ず
し
い
住
ま
い
の
こ
と
。

悠
悠
と
し
て
乱
裏
を
離
れ

生
を
全
う
せ
ん
と
市
井
に
週
る

拙
を
養
い
て
樵
漁
を
学
ぶ

天
地
菅
て
小
に
非
ら
ず

田
園
且
つ
余
り
有
り

門田天
前園地

五
柳
長
じ
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鯛
景
書
懐

蟠
蝉
饒
階
鳴

千
山
落
木
清

擬
頭
時
染
草

天
下
人
論
兵

不
改
青
雲
志

因
到
白
髪
情

丹
砂
無
覚
虚

其
奈
學
長
生

○
蟠
蝉
こ
お
ろ
ぎ
。

冬
日
凋
坐

冬
日
独
り
坐
す

北
風
吹
雪
鰯
庭
櫻

北
風
雪
を
吹
い
て
庭
楼
に
触
る

に

然
火
金
蝋
燭
麦
茶

金
櫨
に
火
を
然
や
し
て
独
り
茶
を
糞
る

し
上
う
か
つ

機
外
烟
篦
繍
蔓
玉

濫
外
の
烟
璽
繍
夏
た
る
玉

所
思
之
人
欲
来
乎

所
思
の
人
来
た
ら
ん
と
欲
す
る
か

○
濫
外
て
す
り
の
そ
と
。
○
繍
蔓
鏑
も
墓
も
金
属
や
鈴
・
玉
な
ど
が
鳴
る
音
。
○
所
思
思
慕
す
る
ひ
と
。

畳
に
触
れ
て
懐
を
露
す

蟠
蝉
階
を
焼
い
て
鳴
く

千
山
落
木
潰
し

楼
頭
時
に
染
ま
る
草

天
下
人
兵
を
論
ず

天
下
人
兵
を
論

改
め
ず
青
雲
の
志

因
り
て
到
る
白
髪

丹
砂
覚
む
る
処
無
し

其
れ
奈
ん
ぞ
長
生
を
学
ば
ん

○
丹
砂
仙
薬
。
硫
黄
と
水
銀
の
化
合
し
た
朱
色
の
鉱
物
。

独
り
坐
す

白
髪
の
情
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日
を
鰭
望
王
城
不
勝
悲
歎
偶
書
日
〈
王

城
古
輔
蒼
荘

城
は
古
く
転
蒼
荘
た
り

城
荒
草
木
長

城
は
荒
れ
て
草
木
長
ず

龍
槙
龍
既
脱
亥
元
旦
／
櫻
纏
柱
／
金
寵
／
打
落

鳳
闘
鳳
猶
翔
依
然
／
猶
飛

鳳
關
の
鳳
は

本
以
爾
笙
殿
當
年
子
／
南
殿
御
書
／
院
使
橋
岬
子
弟
／

鍵
成
劒
戟
倉
委
人
以
王
宮
／
爲
屯
兵
之
虚

一
朝
一
翻
首

一
朝
一
た
び
麹
首
し
て

愁
断
九
麺
腸

愁
に
断
た
れ
九
た
び
腸
を

○
蒼
荘
草
や
海
な
ど
が
や
ひ
ろ
び
ろ
と
広
が

草
屋
蓬
戸
新
成
（
文
に
蓬
戸
の
二
字
な
し
）
草
屋
蓬
戸
新
た
に
成
る

柴
門
蓬
戸
結
相
宜

柴
門
蓬
戸
結
び
て
相
い
宜
し

而
畜
西
原
景
物
奇

而
畜
す
西
原
の
景
物
奇
な
り

散
去
荷
銭
魚
活
溌

散
り
て
去
く
荷
銭
魚
活
溌
な
り

服
来
麥
浪
燕
差
池

溌
り
来
た
る
麦
浪
燕
池
に
差
す

勵
九
麺
腸

愁
に
断
た
れ
九
た
び
腸
を
廻
ら
す

○
蒼
荘
草
や
海
な
ど
が
、
ひ
ろ
び
ろ
と
広
が
る
こ
と
。
○
龍
櫻
寵
既
脱
首
里
城
正
殿
の
竜
柱
に
彫
ら
れ
て
い
る
竜
が
、
す
で

に
い
な
い
と
い
う
の
は
、
琉
球
の
国
王
が
す
で
に
首
里
城
に
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
○
篇
笙
殿
首
里
城
の
南
殿
。
も
と
も
と
は
、

歌
と
舞
い
を
も
よ
お
す
南
殿
が
、
今
は
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
の
武
器
庫
に
姿
を
変
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

亥
元
旦
／
櫻
纏
柱
／
金
寵
／
打
落
龍
楼
の
龍
は
既
に
脱
せ
る
も

依
然
／
猶
飛

鳳
關
の
鳳
は
猶
潮
ぶ
が
ご
と
し

當
年
子
／
南
殿
御
書
／
院
使
橋
紳
子
弟
／
奏
楽
名
爲
御
座
楽
本
の
箭
笙
殿
を
以
て

委
人
以
王
宮
／
爲
屯
兵
之
虚

変
じ
て
劒
戟
の
倉
と
な
す

委
人
以
王
宮
／
爲
屯
兵
之
虚

一
朝
一
た
び
麹
首
し
て
は

日
〈
王
城
を
臘
望
し
て
は
悲
歎
に
勝
え
ず
偶
蕾
す
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詩
題
座
右
申
其
志

詩
を
座
右
に
題
し
其
の
志
を
申
べ

酒
醸
厨
中
慰
所
思

酒
を
厨
中
に
醸
し
て
所
思
を
慰
む

自
在
任
心
身
自
静

自
在
に
心
を
任
せ
れ
ば
身
も
自
ら
静
な
り

此
身
静
虚
此
吾
州
（
文
に
州
を
師
と
作
る
）
此
身
静
な
る
処
此
れ
苔
が
州
な
り

遠
掛
雲
帆
万
里
風
遠
く
雲
帆
を
掛
く
万
里
の
風

尺
書
無
色
事
情
空
尺
書
色
無
く
事
情
空
し

今
朝
於
國
尋
何
日
今
朝
国
に
お
い
て
何
の
日
に
か
尋
ね
ん

去
載
在
門
失
此
公
去
載
門
に
在
り
て
此
の
公
を
失
う

泉
路
雲
昏
哀
鶴
弔
泉
路
雲
昏
に
鵡
弔
を
哀
し
み

天
涯
星
碩
訴
葵
裏
天
涯
に
星
損
れ
葵
裏
に
訴
う
あ
つ

寵
光
喪
子
龍
鐘
涙
館
光
子
を
喪
い
寵
涙
を
鐘
む

長
染
英
雄
両
袖
紅
向
公
子
八
月
初
五
日
卒
令
／
子
廷
選
皮
六
月
初
二
日
卒
長
く
染
め
ん
英
雄
両
袖
の
紅

○
鶴
弔
人
の
死
を
く
や
み
に
行
く
こ
と
。
晋
の
陶
侃
の
母
が
死
ん
だ
時
、
ふ
た
り
の
人
が
く
や
み
に
来
て
、
鶴
に
な
っ
て

飛
び
去
っ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
（
「
陶
侃
伝
」
）
。

戊
丑
六
月
初
五
日
（
戊
己
之
誤
Ｉ
箪
写
者
達
有
從
福
州
回
舟
因
聞
向
龍
光
父
子
子
門
卒

戊
丑
の
六
月
初
五
日
（
戊
己
之
誤
－
塞
写
者
達
、
福
州
従
り
回
え
る
舟
有
り
、
因
り
て
向
龍
光
父
子
の
門
に
お
い
て
卒
す
る

を
聞
く

6３



同
（
其
二
）

死
者
復
如
斯

孤
忠
世
所
欺

幽
魂
迷
海
角

白
骨
曇
天
涯

淋
子
回
家
魔

故
人
入
夢
時

晄
着
君
把
筆

笑
毛
文
達
先
生

椿
城
自
別
離

荏
蒋
歳
華
移

唯
有
江
頭
月

曾
無
雁
足
億

人
言
影
抜
切

君
死
故
情
悲

今
得
南
来
信

夢
を
尚
抱
疑

（
其
二
毛
文
運
先

椿
城
別
離
し
て
よ
り

荏
再
と
し
て
歳
華
移
る

死
者
復
た
斯
の
如
し

孤
忠
世
の
欺
く
所

幽
魂
海
角
に
迷
い
…

白
骨
天
涯
に
異
す

夢
☆
尚
疑
い
を
抱
く

勝
子
家
に
回
え
る
処

故
人
夢
に
入
る
の
時

晄
と
し
て
看
る
が
ご
と
し

君
が
死
故
よ
り
情
悲

今
南
来
の
信
を
得
て

曽
て
無
し
雁
足
の
信

人
は
言
う
影
抜
切
な
り
と

君
が
死
故
よ
り
情
悲
し

唯
有
り
江
頭
の
月

…

天
涯
に
異
す

家
に
回
え
る
処

夢
に
入
る
の
時

毛
文
運
先
生
を
笑
す

君
が
筆
を
把
り
て
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愛
蝶
慶
翁
壯

嬰
錬
た
る
翁
の
壮
な
る
を
慶
び

つ
雌

枇
離
繋
我
思

枇
離
我
が
思
い
を
繋
ぐ

報
國
早
乗
時

国
に
報
い
ん
と

寄
語
諸
君
子

寄
語
す
諸
君
子

墨
跡
尚
淋
滴

墨
跡
尚
お
淋
潤
た
り

同
（
其
三
）

書
蘭
臨
別
贈
文
達
留
別
／
贈
墨
蘭
蘭
を
画
き
別
れ
に
臨
み
て
贈
る

忘
家
終
厭
世

家
を
忘
れ
終
に
世
を
厭
う

報
國
早
乗
時

国
に
報
い
ん
と
早
に
時
に
乗
ず

莫
吟
破
臓
詩

吟
ず
る
莫
か
れ
腿
を
破
る
詩
を

○
淋
潤
元
気
や
筆
勢
な
ど
の
盛
ん
な
さ
ま
。
○
枇
離
別
離
を
い
う
。
『
詩
経
』
「
王
風
」
に
「
有
女
批
離
」
と
あ
る
。

重
登
佳
趣
棲

櫻
高
落
々
接
天
関

登
去
桂
枝
也
可
霧

談
笑
醤
蘭
芝
先
生
殿
精
丹
青
生
平
得
意
之
時
／
韓
蜜
竹
葉
以
爲
高
興
談
笑
し
て
蘭
芝
を
画
く
を

○
孤
忠
た
だ
ひ
と
り
が
ん
ば
っ
て
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
。
○
幽
魂
死
者
の
た
ま
し
い
。
幽
鬼
。
幽
霊
。
○
蘭
芝
芝
蘭
の
こ

と
。
め
で
た
い
霊
芝
と
か
お
り
よ
い
蘭
。
道
徳
や
才
能
の
す
ぐ
れ
た
人
の
た
と
え
。

庚
寅
二
十
三
年

壇
ね
て
佳
趣
楼
に
登
る

楼
高
く
落
灸
と
し
て
天
関
に
接
し

よ

登
り
て
去
け
ば
桂
枝
ま
た
華
づ
可
し
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◎
黒
頭
巾
の
『
薩
摩
と
琉
球
』
の
鍬
に
見
え
る
作
品

其
奈
欲
吟
今
夜
月

営
年
曾
照
故
人
顔

竹
槙
之
記
輿
蘭
亭

竹
楼
の
記
蘭
亭
と
与
に
す

騒
客
文
人
喜
覚
観

騒
客
文
人
喜
び
て
覚
め
観
む

不
懐
病
舌
夢
生
間

懐
わ
ず
病
舌
夢
生
の
間

更
讃
丞
相
家
内
記

更
に
読
む
丞
相
家
内
の
記

○
蘭
亭
漸
江
省
紹
興
市
の
南
西
に
あ
っ
た
享
の
名
。
晋
の
王
義
之
に
「
蘭
亭
記
」
が
あ
る
。

○
騒
客
詩
人
の
こ
と
。
○
鼠
の
ぞ
む
。

荏
蓉
光
陰
疾
自
稜

可
嘩
之
子
莫
蹉
陀

感
恩
風
木
情
何
極

恨
望
雲
山
恨
更
多

廻
首
一
生
能
聚
散

讃
佳
趣
槙
記
毛
汝
揖
毛
汝
棲
馬
維
馨
麻
國
／
賓
欺
人
共
作
此
記

叔
母
を
笑
す
る
の
七
津
四
首
（
共
の

其
れ
奈
ん
ぞ
吟
ぜ
ん
と
欲
す
今
夜
の
月

（
文
に
照
を
週
に
作
る
）
時
故
良
弼
友
人
笹
／
潤
在
棲
中
蔽
寄
当
年
曽
て
照
ら
す
故
人
の
顔

荏
蒋
た
る
光
陰
稜
よ
り
疾
し

感
思
す
風
木
情
何
ぞ
極
ま
ら
ん

呵
嘩
の
子
蹉
随
す
る
莫
れ

恨
望
す
雲
山
恨
み
更
に
参
し

廻
首
す
一
生
能
く
聚
散
せ
ん

～ジ

佳
趣
楼
記
を
読
む
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福
州
に
在
り
て
、
酒
に
対
し
篭
か
に
家

高
棲
望
烟
堵

高
楼
烟
渚
を
望
み

歌
舞
脳
青
春

歌
舞
脊
尋
を
悩
ま

法
蘭
仇
属
國

皇
上
詔
長
征

命
重
能
謀
將

令
鰻
敢
死
兵

旋
旗
分
隊
燦

刀
斗
擁
軍
鳴

駕
到
琉
球
館

焚
香
鼓
舞
迎

凝
眸
千
古
既
消
磨

凝
眸
す
れ
ば

瓶
之
馨
美
維
曇
耽

瓶
の
鱒
る
は

不
忍
哀
を
讃
蓼
莪

忍
ぴ
ず
哀

○
可
轤
ね
ん
ご
ろ
に
た
の
む
。
ひ

○
瓶
之
磐
実
維
鱈
阯
『
詩
経
』
「

駕
し
て
琉
球
館
に
到
れ
ば

香
を
焚
き
て
鼓
舞
し
て
迎
う

酒
に
対
し
鐙
か
に
家
郷
を
思
ふ

刀族
斗旗
皇
上
の
詔
あ
り
て
長
征
す

命
は
重
し
能
く
将
と
謀
り

令
は
厳
な
り
敢
え
て
兵
と
死
せ
ん

族
旗
隊
を
分
ち
て
燦
と
し

法
蘭
属
国
に
仇
す

脊
尋
を
悩
ま
す

軍
を
擁
し
て
鳴
る

哀
女
と
し
て
蓼
莪
を
読
む
に

ひ
そ
か
に
琉
球
を
脱
出
し
て
清
国
に
嘆
願
を
し
た
こ
と
を
い
う
。

「
小
雅
・
谷
風
之
什
・
蓼
莪
」
に
あ
る
句
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。

千
古
既
に
消
磨
す

雄
れ
曇
の
恥
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一
更
明
月
三
更
雨

百
載
生
涯
寓
載
愁

戯
贈
友
人
の
四
絶

無
霧
歌
枕
緑
嚢
低
鴛
嬬
枕
を
敵
て
緑
娑
低
し

恨
殺
長
嶋
天
上
鶏
恨
殺
長
嶋
天
上
の
鶏

憶
得
大
名
半
開
戸
憶
い
得
た
り
大
名
半
ば
戸
を
開
く
を

牡
丹
帯
雨
暁
雲
迷
牡
丹
雨
を
帯
び
て
暁
雲
に
迷
う
筆
者
注

「
大
名
は
、
自
注
に
、
妓
の
家
名
な
り
と
い
ふ
。
」
（
黒
頭
巾
ｌ
筆
者
注
）

恨
綴
桃
花
暦

情
凝
柳
葉
露

琴
清
憐
玉
指

酒
暖
漏
朱
唇

礁
悴
君
知
否

香
閏
入
夢
頻

佳
句
を
拾
う

香
閏
夢
に
入
り
て
頻
な
る
を

恨
み
て
綴
る
桃
花
の

情
を
凝
ら
す
柳
葉
の

琴
清
く
玉
指
を
憐
む

酒
暖
く
朱
唇
を
湿
お

樵
伸
す
君
知
る
や
否
や

一
更
の
明
月
三
更
の
雨

百
域
の
生
涯
万
戦
の
愁

朱
唇
を
湿
お
す

桃
花
の
慶

柳
葉
の
露
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俗
情
巳
遂
曇
花
落

稗
思
更
随
員
葉
繍

却
怯
艸
堂
嫌
俗
客

雲
深
三
裡
鎖
青
苔

卿
錐
忘
物
我

白
髪
對
花
葱

不
改
青
雲
志

因
知
白
髪
情

償
調
無
情
有
情
事

０

言
窮
大
息
思
何
窮

耐
寒
占
濁
秀

避
俗
殿
群
芳

俗
情
巳
に
曇
花
を
逐
い
て
落
ち

輝
思
更
に
貝
葉
に
随
い
て
翻
る

柳
か
物
と
我
を
忘
る
と
い
え
ど
も

白
髪
花
に
対
し
て
葱
づ

却
っ
て
怯
る
艸
堂
俗
客
を
嫌
う
を

雲
深
き
三
径
青
苔
を
鎖
す

改
め
ず
青
雲
の
志

因
り
て
知
る
白
髪

率
に
耐
え
て
独
り
秀
を
占
む

俗
を
避
け
て
群
芳
に
殿
る

億
は
調
う
無
情
有
情
の
事

言
窮
ま
り
て
大
息
す
思
い
何
ぞ
窮
ま
ら
ん

白
髪
の
情
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躍
龍
門
焉

夫
れ
儒
を
学
ぶ
者
は
、
嚇
し
み
て
史
記
に
志
し
、
心
を
経
伝
に
沈
め
、
眼
を
朗
ら
か
に
し
て
手
に
灯
火
を
郷
げ
、
身
を
傾
け
て
鶏

声
を
聴
き
、
僻
惰
を
以
て
讐
敵
と
為
し
職
蹴
を
以
て
妻
子
と
為
す
、
斯
く
の
ご
と
き
者
寛
に
鱗
甲
も
て
以
て
龍
門
に
躍
る
可
し
。

｜
夫
人
以
才
不
才
不
可
論
、
好
不
好
也
。
縦
令
有
英
才
不
學
、
則
甚
才
卒
滅
笑
。
亦
錐
爲
不
才
勤
學
、
則
才
生
長
而
遂
可
以
爲
經
濟

之
大
才
芙
。
故
一
再
歩
而
不
休
破
髄
千
里
。
宜
哉
、
宜
哉
、
諸
語
。

夫れ人は才不才、好む好まずを以て論ず可からず・繊舗英才あれども学ぱざれぱ、則ち甚しきは才禰に減す。
亦
不
才
な
り
と
い
え
ど
も
学
び
動
む
れ
ば
、
則
ち
才
は
生
長
し
て
遂
に
以
て
経
済
の
大
才
と
な
る
可
し
。
故
に
言
う
、
歩
み
て
休
め

ひ
ぺ
つ

》
」

ざ
れ
ぱ
破
随
千
里
な
る
べ
し
。
宜
し
き
か
な
、
宜
し
き
か
な
、
諸
の
語
。

一
学
問
之
道
在
選
友
。
朋
友
之
交
、
在
貴
著
。
夫
勿
以
富
貴
取
之
、
勿
以
貧
賎
舎
之
、
只
取
舎
其
善
悪
焉
耳
。

学
問
の
道
は
友
を
選
ぶ
に
在
り
・
朋
友
の
交
は
、
責
善
に
在
り
。
夫
れ
富
貴
を
以
て
こ
れ
を
取
る
こ
と
勿
れ
、
貧
賎
を
以
て
こ
れ

を
獣
つ
る
こ
と
勿
れ
、
た
だ
取
舎
は
其
れ
善
悪
の
み
。

｜
書
生
平
日
講
讃
經
傳
、
到
所
問
與
所
難
、
則
掩
巻
閉
目
可
以
着
工
夫
、
而
後
叢
巻
観
之
、
則
舗
念
然
自
有
得
於
心
突
。

お
お

書
生
平
日
経
伝
を
講
読
し
、
問
う
所
と
難
き
所
に
到
れ
ば
、
則
ち
巻
を
掩
い
目
を
閉
じ
て
以
て
工
夫
を
着
す
可
し
、
而
る
後
巻
を

み

ま
し
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
則
ち
藷
灸
然
と
し
て
自
ら
心
に
得
る
有
り
。

｜
毎
月
須
立
課
程
而
作
論
文
。
唯
要
理
勝
而
不
要
巧
子
鮎
綴
也
。
若
理
勝
則
艦
用
分
明
。
血
脈
貫
串
文
格
不
待
化
飛
而
羽
毛
豊
満
也
。

ま
ざ

毎
月
須
ら
く
課
程
を
立
て
て
論
文
を
作
る
可
し
。
唯
だ
理
の
勝
る
を
要
し
て
点
綴
に
巧
み
な
る
を
要
せ
ざ
る
な
り
Ｐ
若
し
理
勝
れ

静
観
齋
學
則

静
観
斎
学
則

夫
學
儒
者
、
酎
志
史
記
、
沈
心
經
傳

沈
心
經
傅
、
朗
眼
挑
手
燈
花
、
傾
身
臆
鶏
聾
、
以
僻
惰
爲
讐
敵
以
阻
勉
爲
妻
子
、
若
斯
者
寛
鱗
甲
可
以
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い
ざ
ざ

夫
れ
初
め
て
詩
を
学
ぶ
者
は
、
毎
日
須
／
、
一
絶
を
積
し
て
、
柳
か
以
て
落
筆
の
助
と
し
其
の
進
益
を
得
る
べ
き
者
な
り
。
然
る
に

い
や

学
び
て
未
だ
優
な
ら
ざ
れ
ぱ
則
ち
情
思
正
し
か
ら
ず
、
‐
し
か
も
其
の
詩
た
る
や
傅
し
、
学
ぷ
も
の
鑑
戒
と
せ
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

｜
臨
池
學
書
宜
學
心
蟹
而
不
可
學
天
畳
也
。
汝
等
不
見
王
右
軍
蘭
亭
記
米
舎
人
獅
子
賛
乎
。
瓢
瓢
邇
勝
子
雲
漢
之
表
。

池
に
臨
み
て
書
を
学
ぶ
に
は
宜
し
く
心
画
を
学
ぶ
べ
く
し
て
天
画
を
学
ぶ
可
か
ら
ず
。
汝
ら
王
右
軍
の
蘭
亭
記
。
米
舎
人
の
獅
子

賛
を
見
ざ
ら
ん
や
。
甑
瓢
と
し
て
雲
漢
の
表
に
邇
騰
せ
る
を
。

一
白
日
卓
乎
寛
茶
焚
□
、
須
弾
算
盤
之
連
珠
而
切
却
睡
魔
也
。
若
算
術
不
精
則
不
能
構
窮
經
書
之
麗
奥
也
。

白
日
卓
乎
と
し
て
茶
を
喪
て
ロ
を
焚
く
、
項
く
算
盤
の
連
珠
を
弾
き
て
切
に
睡
魔
函
鎚
〈
、
べ
き
な
り
。
若
し
算
術
に
精
し
か
ら
ざ

は
じ

れ
ば
則
ち
経
害
の
題
奥
を
講
窮
す
る
能
わ
ざ
る
な
加
ソ
。

一
夫
學
問
者
、
専
在
得
造
化
寓
物
之
理
於
心
臭
。
唯
匪
議
讃
評
論
而
已
之
謂
也
。
或
與
友
人
携
手
聯
襟
、
尋
山
水
之
妙
境
、
探
風
雲

之
鍵
態
、
伴
鱈
蟹
鳥
聾
、
而
賦
詩
、
臭
馥
郁
花
気
而
酌
酒
、
間
敲
棋
、
趨
廃
鹿
、
静
弾
琴
和
泉
水
や
翻
青
女
之
道
服
於
清
風
、
而
耀

笈
戈
竹
冠
於
明
月
、
瓢
然
従
峰
密
、
寛
去
穿
江
湖
、
貯
厭
妙
趣
胸
中
、
描
阪
仙
山
絹
上
掛
諸
坐
右
、
可
漉
義
以
平
生
之
志
気
也
。

あ
ら

夫
れ
学
問
は
、
専
ら
造
化
万
物
の
理
を
心
に
得
る
に
在
、
ソ
。
唯
だ
評
論
を
講
読
す
る
の
歌
に
匪
ざ
る
の
調
な
り
。
或
は
友
人
と
手

を
携
え
襟
を
職
ね
て
、
山
水
の
妙
境
を
尋
ね
、
風
雲
の
変
態
を
探
り
、
繪
蛮
た
る
鳥
声
を
伴
い
て
、
詩
を
賦
し
、
馥
郁
た
る
花
気
を

ぱ
則
ち
体
用
は
分
明
な
り
。
血
脈
文
格
を
貫
串
す
れ
ば
化
し
て
飛
ぶ
を
待
た
ず
し
て
羽
毛
豊
満
な
り
。

柳
爲
俗
文
耶
。
代
言
而
濟
用
亦
不
可
以
廃
焉
者
也
。

こ
札

柳
は
俗
文
と
な
す
か
。
代
言
し
て
用
を
済
す
に
は
亦
た
以
て
焉
を
廃
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

夫
初
學
詩
者
、
毎
日
須
稿
一
絶
、
靭
以
落
筆
之
助
得
其
進
益
者
也
。
然
學
未
優
則
情
思
不
正
、
而
爲
其
詩
也
停
焉
、
學
者
不
可
不

鑑
戒
也
。
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ひ
虫

は
し

臭
ぎ
て
酒
を
酌
み
、
間
に
は
摸
を
敲
き
、
塵
鹿
を
趨
ら
せ
、
静
か
に
琴
を
弾
形
し
て
泉
水
に
和
し
、
青
交
の
道
服
を
清
風
に
翻
え
し
、

そ

笈
た
た
る
竹
冠
を
明
同
河
に
焔
し
、
圏
然
と
し
て
蜂
密
に
従
え
ば
、
章
に
は
去
さ
て
江
湖
を
穿
ち
、
蕨
の
妙
趣
を
胸
中
に
貯
へ
、
蕨
の

こ
札

仙
山
を
絹
上
に
描
斐
こ
て
藷
を
座
右
に
掛
け
、
以
て
平
生
の
志
気
を
潤
養
す
べ
し
。

夫
爲
書
生
者
、
生
平
必
静
必
清
、
小
心
大
脳
、
看
千
金
如
瓦
礫
、
見
六
籍
如
飢
渇
、
貧
賎
之
人
可
親
愛
、
富
貴
之
人
不
可
馴
近
、

夫
れ
書
生
た
る
看
、
生
平
必
ず
静
か
に
必
ず
清
く
、
小
心
大
脳
に
し
て
、
千
金
を
看
る
こ
と
瓦
礫
の
如
く
、
六
籍
を
見
る
こ
と
飢

渇
の
如
く
、
貧
賎
の
人
は
親
愛
す
ぺ
く
、
富
貴
の
人
は
馴
れ
近
づ
く
可
か
ら
ず
、
こ
れ
を
慎
ま
ん
か
な
。
こ
れ
を
戒
め
ん
か
な
。

嘘
爾
曹
以
今
日
之
所
學
、
欲
爲
他
日
之
徳
行
千
。
抑
以
之
嬢
斥
世
人
欲
争
利
渉
歎
。
假
使
嵐
得
一
時
令
名
、
於
身
還
將
何
益
乎
。

願
避
名
修
徳
愛
身
、
如
趙
壁
而
錐
連
城
之
重
価
、
不
可
露
之
於
市
突
也
。

な
ん
じ
ら

そ
も

億
爾
曹
今
日
の
学
ぶ
所
を
以
て
、
他
日
の
徳
行
と
為
さ
ん
か
。
抑
そ
も
之
を
以
て
世
人
を
擬
斥
し
利
渉
を
争
わ
ん
と
欲
す
る
や
、

た
と
い

か
ま
も
つ

假
使
一
時
の
令
名
を
扇
ち
得
た
る
も
、
身
に
還
た
将
て
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
願
わ
く
は
名
を
避
け
徳
を
修
め
身
を
愛
せ
ん
、
趨
壁
の

ひ
さ

如
く
に
し
て
連
城
の
重
価
な
り
と
難
も
、
之
を
市
に
露
ぐ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

夫
爲
書
生
者
、
些

慎
之
哉
、
戒
之
哉
。

右
十
二
章
掲
其
要
尤
者
而
示
之
。
惟
在
書
生
爲
與
不
爲
而
已
。

右
十
二
章
は
其
の
要
の
尤
な
る
者
を
掲
げ
て
之
を
示
す
。
惟
書
生
の
為
す
と
為
さ
ざ
る
と
に
在
る
の
み
。
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